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特 集 

 「老人の日・老人週間」キャンペーン ９月 20 日は老人クラブ「社会奉仕の日」～全

国老人クラブ連合会 
 

Topics 
 社会保障・社会福祉諸制度の変革にエビデンスをもって対応～政策委員会幹事会（第 3回） 
 

 官民協働によるボランティア・市民活動のより一層の普及・推進に向けて～ボランティア・市民活動の

推進に関する関係省庁との懇談会 
 

 平成 29年度施設長実学講座（第２回）を開催 ～日本福祉施設士会 
 

 地域包括・在宅介護支援センターの十分な機能発揮のため、センター長等が果たすべき役割を考察

～平成 29年度 地域包括・在宅介護支援センターリーダー職員研修会 
 

 セルプ商品のコンプライアンス強化と販売力向上をめざす～セルプ商品のコンプライアンス強化と販売

力向上セミナー 
 

 障害者就労支援を担う中核人材を育成～セルプ協「第 22 期（平成 29 年度）リーダー養成ゼミ

ナール」前期面接授業 
 

 これからの保育サービスを考える～2017（平成 29）年度 教育・保育施設長専門講座プログラム

（2）「新たな保育サービスの開発」 
 

 都道府県･指定都市社協を取り巻く課題等を踏まえ、自組織の経営課題を明らかにする～都道府

県･指定都市社協管理職員研修会 
 

社会保障・福祉政策情報／全社協 9 月日程／インフォメーション 

利擁護・虐待防止セミナー、職場研修担当者研修会 

こころ豊かに、希望をもって 

高齢社会を生きる 
ふくし映像レポート 
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■ 「老人の日・老人週間」キャンペーン ９月 20 日は老人クラブ

「社会奉仕の日」～全国老人クラブ連合会 
 

9 月 15 日は「老人の日」です。また、その日から 21 日までの 7 日間は「老人週間」

として、「老人の日・老人週間」キャンペーンが展開されています。キャンペーンの主唱

団体は、内閣府、消防庁、厚生労働省、全国社会福祉協議会、全国老人クラブ連合

会等 12 団体です。 

「老人の日」の経緯 

「老人の日」は、昭和 22 年兵庫県野間谷村（現在の多可町）にて 9 月 15 日に敬老

行事が行われたことに端を発します。その後、兵庫県が「としよりの日」として県民運動

を展開、さらに全国社会福祉協議会が「としよりの日」運動を始め、21 日までを「運動

週間」としました。そして昭和 38 年、

老人福祉法に「老人の日」が定めら

れ、その後「敬老の日」として祝日に

なりました。 

「敬老の日」を 9 月の第三月曜日

にする祝日法改正が出された際に

は、全老連は「老人の日」制定の経

緯から反対運動を展開しました。祝

日「敬老の日」は 9 月の第三月曜日

になりましたが、「老人の日・老人週

間」が平成 14 年に制定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 集 

画像をクリックすると全老連ＨＰへジャンプします。 

http://www.zenrouren.com/index.html
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老人クラブでは、老人週間期間中の 9 月 20 日を

「社会奉仕の日」として、全国一斉に奉仕活動に取組

むことで老人クラブをＰＲする機会としています。 

月刊「全老連」2017年9月号では、この活動を紹介

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会奉仕の日」の経緯 

昭和 59 年、敬老の日（当時 9 月 15 日）に感謝する行事として、神奈川県・横浜市・

川崎市の各老連が一斉奉仕活動を実施したことが発端です。その動きは翌年全国 10

数県に広がり、昭和 61 年には全国三大運動のひとつとして「社会奉仕の日」を決定し

ました。以来、定着したイベントとして、全国の老人クラブで取組まれています。 

活動は当時9割のクラブで行っていた清掃奉仕活動を中心に始まりました。「老人ク

ラブ社会奉仕の日」の“のぼり”を立て全国一斉に行うことにより、クラブのＰＲにつなが

りました。その後、花づくり活動にも取組み、平成20年度からは“環境にやさしい活動”

を加えて、「きれいな地球をこどもたちへ」をスローガンにしています。 

 

 

【全国老人クラブ連合会】 

http://www.zenrouren.com/index.html 

 

 

 

 

 

  

月刊『全老連』2017 号 9月号 

↑ＵＲＬをクリックすると全老連ホームページにジャンプします。 

http://www.zenrouren.com/index.html
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■ 社会保障・社会福祉諸制度の変革にエビデンスをもって対応～

政策委員会幹事会（第 3回） 
 

本年度第 3 回となる全社協政策委員会幹事会（委員長 井手之上 優 大阪府社

協常務理事）を 8 月 25 日に開催しました。 

開会のあいさつで井手之上委員長は、地域共生社会の実現に向けた諸施策が展

開されるとともに、診療報酬、介護報酬、障害福祉サービス等報酬の同時改定をはじ

めとする大きな変革の動きがある中で、社会福祉協議会、施設経営社会福祉法人、

民生委員・児童委員など福祉関係者が一体となった取組みが重要になる。本委員会

として諸動向に対してしっかりとしたエビデンスをもって活動を展開してまいりたい、と

述べました。 

協議では、社会保障と税の一体改革に関連した施策等の動向等を確認したうえで、

福祉人材確保・処遇改善（キャリアパス）、介護・障害サービス等の報酬改定に向けた

検討、子ども・子育て支援、社会的養護、生活困窮者支援、地域における公益的な取

組といった各分野別の課題と種別協議会等構成組織による対応と今後の取組みを報

告、意見交換を行いました。意見交換を通じた共通理解のもと、引き続き、各分野の

検討状況や動向を把握・検証しながら、福祉サービスの拡充と支援を必要とする利用

者の視点から、本委員会としての要望・提案を進めていくこととしました。 

また、同日、示された厚生労働省の平成 30 年度予算概算要求の主要事項等につ

いて、今後、各分野の内容をそれぞれ検証し、本会の重点要望事項等の反映状況を

も精査しながら、予算の編成・審議過程において社会福祉制度・予算の拡充に向けて

必要な対応を図っていくことを確認しました。 

さらに、福祉サービスの質向上への取組みである第三者評価の受審促進及び事業

者段階における苦情解決について、低迷の現状を踏まえた意見交換を行い、課題整

理とともに種別協議会等による会員施設・法人等に向けた働きかけに向けて全社協・

社会福祉施設協議会連絡会との連携を含めて対応を図ることとしました。 

 

 

 

 

Topics 
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■ 官民協働によるボランティア・市民活動のより一層の普及・推

進に向けて～ボランティア・市民活動の推進に関する関係省庁

との懇談会 
 

「広がれボランティアの輪」連絡会議（会長 上野谷 加代子 同志社大学 大学院 

教授）では、8 月 18 日、平成 29 年度「ボランティア・市民活動の推進に関する関係省

庁との懇談会」を開催しました。 

今回は、8 つの省庁（文部科学省 生涯学習政策局 社会教育課 地域学校協働

推進室、文部科学省 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター、法務省 保

護局 更生保護振興課 地域活動推進係、内閣府防災担当、警察庁 生活安全局 

生活安全企画課、国土交通省 総合政策局 官民連携政策課、復興庁ボランティア・

公益的民間連携班、厚生労働省 社会・援護局 地域福祉課）と、「広がれ」構成団体

（20 団体 22 名）の出席を得て開催しました。 

今年度は、構成団体による自

団体の活動紹介の時間を設け、

民間セクターによるボランティア・

市民活動の普及・推進に向けた

多様な活動を、関係省庁に対し

て紹介しました。また、関係省庁

からは、今年度取組んでいるボラ

ンティア・市民活動に関する施策・取組みについてご報告いただきました。構成団体と

関係省庁のそれぞれの報告の後に、活発な意見交換がなされたことで、官民が協働

し、ボランティア・市民活動を推進していくためには何が必要なのかを議論することが

できました。また、名刺交換プログラムでは、懇親を深めることができました。 

関係省庁においても、他省庁や構成団体のボランティア・市民活動に関する施策や

取組みを知る貴重な機会になりました。官民協働によるボランティア・市民活動のより

一層の普及・推進に向けて、貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

  

懇談会の様子 
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■ 平成 29 年度施設長実学講座（第２回）を開催 ～日本福

祉施設士会 
 

日本福祉施設士会（会長 髙橋 紘）は、8 月 21～22 日、平成 29 年度施設長実学

講座（第 2回）を開催しました。今回は「基礎から学ぶ会計実務」をテーマに、全国から

51 名の参加がありました。 

1 日目は、公認会計士の山上 友一郎 氏より、社会福祉法人会計の財務諸表の読

み方と経営分析の視点、予算及び決算、内部統制についての講義をいただきました。

2 日目は、公認会計士の湯浅 寿

江 氏より、社会福祉法人会計の

基本的理解、福祉施設長に求め

られる日常の会計管理について

講義をいただき、演習を行いまし

た。 

参加者からは、「財務諸表の整

合性に関する講義から、社会福

祉法人会計の独自性について

理解を深めることができた」、「月

次チェックの重要性について再確認できた」との感想をいただきました。 

 

 

■ 地域包括・在宅介護支援センターの十分な機能発揮のため、

センター長等が果たすべき役割を考察～平成 29 年度 地域

包括・在宅介護支援センターリーダー職員研修会 
 

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会(会長 青木 佳之／以下、全国地域

包括・在介協)では、センター長等リーダー層の職員を対象に、7 月 20～21 日に東日

本会場（全社協）、8 月 23～24 日に西日本会場（福岡市）にて、地域包括・在宅介護

支援センターリーダー職員研修会を開催しました。 

全国地域包括・在介協では昨年度、「地域包括支援センター職員研修のあり方検

討委員会」報告書をとりまとめ、地域包括・在宅介護支援センター職員に必要な知識・

技術等を整理するとともに、それらを習得するための研修のあり方を提案しています。 

講座の様子 
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本年度の研修会では、当

報告を踏まえ、両会場あわ

せて 130 名を超える参加者

が集い、講義や実践報告、

演習等を通じて、職員のモ

チベーション向上やチーム

アプローチ、職員の力量向

上等、とくにセンター内にお

ける取組みのなかでセン

ター長等が果たすべき役割について考察しました。 

全国地域包括・在介協では、研修成果を踏まえ、本研修会の継続的な展開に向け、

検討を進めてまいります。 

 

 

■ セルプ商品のコンプライアンス強化と販売力向上をめざす～セ

ルプ商品のコンプライアンス強化と販売力向上セミナー 
 

全国社会就労センター協議会（会長 阿由葉 寛／以下、セルプ協）は8月10日「セ

ルプ商品のコンプライアンス強化と販売力向上セミナー」を全国から60名の参加者を

得て開催しました。 

本セミナーは、厚生労働省より補助金を得て、「就労系施設生産活動促進事業」の

一環として毎年度開催しています。本年度は、社会就労センターの製品を展示・販売

する「ナイスハートバザール」を効果的に開催するためのポイント、並びに商品の製作

にあたり遵守が求められる様ざまな法令の最新情報を学ぶことを目的に開催しました。 

午前の部では、基調報告として小池 邦子セルプ協副会長より、「ナイスハートバ

ザール」の意義や目的、売上を上げる方法等が話されました。その後の事例報告では、

全国段階の「ナイスハートバザール」を昨年度開催した神奈川県と宮城県のセルプ関

係者より、開催までの経緯や運営全般において評価できる点、課題等について発表

をいただきました。 

午後の部では、株式会社生活品質科学研究所チーフコンサルタント髙田 かおり 

氏より講義が行われ、対応が求められている食品表示法や食品衛生法などの各種法

令、HACCP（飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止するための、国際標準の衛

生管理手法）の最新情報について説明いただきました。その後、益原 忠郁セルプ協

事業振興委員長より、「ナイスハートバザール」を成功に導くための留意点を中心に、

自県での販売会の紹介及びアドバイスをいただきました。 

研修会の様子 
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参加者は、県域や全国規模のナイスハートバザールの開催するうえでの、具体的な

運営上の質問を講師や事例発表者に投げかけていました。 

 

 

■ 障害者就労支援を担う中核人材を育成～セルプ協「第 22 期

（平成 29年度）リーダー養成ゼミナール」前期面接授業 
 

全国社会就労センター協議会（会長 阿由葉 寛／以下、セルプ協）では8月23～

25日、「第22期（平成29年度）リーダー養成ゼミナール」前期面接授業を開催しました。 

このゼミナールは、社会就労セン

ター（障害者就労支援施設・事業所）

のセンター長や中堅幹部職員などを

対象とし、今後のセルプ、さらに地域

の障害者就労支援を担う人材として

必要な知識等の習得やリーダーシッ

プの養成、またセルプ関係者間の

ネットワークの構築を目的に、毎年

度開催されています。受講生は1年

間のゼミナールを通して、面接授業

での講義やゼミ講師の助言を受けながら、事業所における取組み等の現状と課題、今

後のあり方について検討し、修了レポートを作成します。受講者は少人数（定員18名）

に絞り、実践的で充実したプログラムにしています。 

研修2日目には、高工賃を実現している事業所 （福）武蔵野千川福祉会 チャレン

ジャー（東京都）を訪問し、作業環境の見学と講義により学びました。 

本ゼミナールは、来年 1 月に後期面接授業を行い、2 月末までに修了レポートを提

出していただくこととしています。18 名の受講生は互いに切磋琢磨し、ゼミ講師のサ

ポートを受けつつ、学びと親交を深めていくこととなります。 

 

 

■ これからの保育サービスを考える～2017（平成 29）年度 

教育・保育施設長専門講座プログラム（2）「新たな保育サー

ビスの開発」 
 

全国保育協議会（会長 万田 康）は、8 月 8～10 日、「2017（平成 29）年度 教育・

ゼミナールの様子 
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保育施設長専門講座 プログラム（2）」を開催しました。 

本講座は、プログラム（1）～（3）の 3 つのテーマに分けた研修日程で実施していま

す。今回のプログラム（2）は、テーマを「新たな保育サービスの開発」として、全国から

178 名の参加者を得て開催しました。 

初日には、淑徳大

学 教授 柏女 霊

峰 氏から「保育の動

向と保育者が大切に

したいこと」と題して、

子ども・子育て支援

新制度のこれまでの

動きと、直近の動向

として平成 30年度か

ら改定施行される保

育所保育指針、幼保

連携型認定こども園教育・保育要領の意義とポイント、今後の制度見直しの方向性に

ついて講義をいただきました。 

続けて、筑波大学 教授 安梅 勅江 氏から「配慮が必要な子どもへの具体的実

践方法」をテーマに、根拠にもとづく支援の方法、エンパワメントを実現する支援につ

いて演習を通じて考察しました。 

2 日目は、日本社会事業大学 教授 金子 恵美 氏から「地域の子育て支援と関

係機関との連携」と題して、保育所・認定こども園等の関係者はどのような視点をもっ

て地域の子育て支援に関わっていくかを考察しました。また、大谷大学 名誉教授 

佐賀枝 夏文 氏から「相談援助技術の理解」をテーマに、子どもたちとの関わり、親と

の関わりを想定した面接技法について考察しました。 

3 日目は、武庫川女子大学 教授 倉石 哲也 氏から「保護者（家族）支援の実践

的理解―保護者とのよりよいコミュニケーションづくりのために―」をテーマに、社会と

子育ての現状を踏まえた家族支援のあり方を考えました。そして、東京都市大学 名

誉教授 小川 清美 氏から「子育て文化の創造と教育・保育施設等の役割」と題して、

地域の子育て支援を担う保育所・認定こども園等がどのように地域の子育て文化をつ

くるのかを整理して考察しました。 

本プログラム（2）では、各日のグループワークや情報交換により、受講者の相互交

流が図られました。次回のプログラム（3）は、「保育事業の戦略」をテーマとして平成 30

年 1 月 31 日～2月 2日に開催します。 

 

 

柏女氏の講義では、保育所・認定こども園等をめぐる動向を把握し、これか

らの教育・保育施設長の姿や、今後の実践のあり方について考えました。 
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■ 都道府県･指定都市社協を取り巻く課題等を踏まえ、自組織

の経営課題を明らかにする～都道府県･指定都市社協管理職

員研修会 
 

中央福祉学院では、標記研修会を 8 月 26～28 日に開催し、全国から 32 名にご参

加いただきました。 

1 日目は都道府

県･指定都市社協を

取り巻く諸課題や求

められる対応を踏ま

え、これからの自組

織の経営上の課題

における焦点を明ら

かにするための講

義・演習を行いまし

た。2 日目以降は、自身の特性や傾向を理解するための演習を行い、さらに外部環境

や内部環境の特性分析を踏まえた自組織の目標と行動指針を作成しました。 

研修後のアンケートでは、「3 日間業務から離れ、職場の課題等をじっくり考える時

間が持てた。今後に活かしたい」、「同じ社協であっても組織の違いがあり、勉強に

なった」、「管理者としての責務を痛感した」など、満足度の高いご意見を多数いただき

ました。 

その他、都道府県・指定都市社協職員を対象とした研修として、都道府県・指定都

市社協新任職員研修会を今年度は平成 30 年 2 月 11 日～13 日に開催予定です。 

 

 

 

 

 

  

管理職研修の様子 
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■ 平成 30年度 厚生労働省所管予算概算要求関係【8月 31日】 

要望額は、平成 29 年度予算額より 7,426 億円増え、31 兆 4,298 億円となり、高齢

化等に伴う増加額は 6,300 億円（対前年度▲100 億円）となった。社会保障の充実に

ついては、今後、予算編成過程で検討するとしている。 

http://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/18syokan/ 

 

■ 子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について（第 13 次報告）及び児童相

談所での児童虐待相談対応件数【8月 17日】 
 

平成 28 年度の子どもの死亡事例において、年齢別では、例年同様 0 歳が最も多

い。また、虐待の類型では、例年同様、身体的虐待が最も多くなっている。 

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000173365.html 

■ 平成 29年度全国児童福祉主管課長・児童相談所長会議【8月 17 日】 

児童虐待防止対策及び改正児童福祉法、社会的養育等に関する行政説明。 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000174789.html 

■ 認定就労訓練事業所の認定状況(29.6.30 時点)【8 月 18日】 

認定件数は1,020件、利用定員合計は2,802名となっている。法人種別では、社会

福祉法人(高齢者関係)が 314 件と最も多く、次いで株式会社 167 件、ＮＰＯ法人 163

件となっている。認定主体別では、認定ありと回答した自治体は 95(115 自治体中)あり、

そのうち 44 が都道府県となっている。 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000096460.html 

※ 政策の動きや審議会等の会議情報、厚生労働省新着情報等をお知らせします。 

 

 

 

 

 

詳細につきましては、全社協・政策委員

会サイト内「社会保障・福祉政策の動向

と対応」をご覧ください。 

http://zseisaku.net/ 
 

社会保障・福祉政策情報 

厚生労働省新着情報より 

http://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/18syokan/
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000173365.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000174789.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000096460.html
http://zseisaku.net/
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■ 第 145回社会保障審議会介護給付費分科会【8月 23日】 

平成 30 年度介護報酬改定につき、介護サービスの質の評価・自立支援に向けた

事業者へのインセンティブ、介護人材確保対策、区分支給限度基準額に関する議論。 

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000175125.html 

■ 第 7回「障害福祉サービス等報酬改定検討チーム」【8 月 25日】 

関係団体ヒアリングにおける意見等を踏まえた、平成 30 年度障害福祉サービス等

報酬改定に向けた議論。 

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000175277.html 

■ 第 6回社会保障審議会「生活困窮者自立支援及び生活保護部会」【8 月 30日】 

部会におけるこれまでの意見を踏まえ、自立相談支援のあり方や就労支援のあり方

等について議論された。また、有識者、利用者等からのヒアリングが実施された。 

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000175657.html 

  

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000175125.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000175277.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000175657.html
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①社会福祉法人をめぐる現状と課題 

（厚生労働省社会･援護局福祉基盤課) 

②福祉サービスの質の向上のための業務標準とプロセス管理

（社会福祉法人佛子園常務理事 村岡 裕 氏) 

③利用者本位サービスのための業務改善 

（日本女子大学教授 久田 則夫 氏） 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人経営者研修会 

～経営管理コース～ 

受講者募集のご案内 

 

中央福祉学院では、社会福祉法改正後の

社会福祉法人をめぐる状況を把握し、社会福

祉法人が良質なサービスを提供するための業

務標準や業務改善、今後の法人経営に求め

られる財務管理の手法、経営理念の浸透策

について学ぶ本研修会を開講します。 

なお、本研修会は前年度までの「経営管理

コース」と「サービス管理コース」を統合してい

るため、両コースの内容を併せ持つプログラ

ムとなっています。 

多くの方のお申込みをお待ちしておりま

す。 

 

 

日 程：平成29年10月3日（火）～5日（木） 

会 場：中央福祉学院（ロフォス湘南） 

対 象：社会福祉法人の役員及び社会福祉法人運営に携わる者 200名 

参 加 費：25,700円（税込）※宿泊代等別途 

プログラム： 

 

 

 

 

 

詳細につきましては、中央福祉学院ホームページ

をご覧ください。 

http://www.gakuin.gr.jp/ 

↑画像をクリックするとホームページにジャンプ
します。 

研修の概要 

http://www.gakuin.gr.jp/
http://www.gakuin.gr.jp/
http://www.gakuin.gr.jp/training/course311.html
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④社会福祉法人の財務管理と経営のあり方 

（福祉医療機構経営サポートセンター参事 千葉 正展 氏） 

⑤経営者の想いを従業員が行動につなげるために（経営理念の浸透） 

(イーエムイーコンサルタンツ株式会社代表取締役 小野 知己 氏) 

 

 

   

 

 

 

申込締切：平成29年9月19日（火）※定員になり次第締切。 

 

【受講案内・申込書のダウンロードはこちら】 

ホームページから申込書をダウンロードし、お申込ください。 

http://www.gakuin.gr.jp/training/course311.html 

 

 

 

 

 

 

  

【問合せ先】 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 中央福祉学院 

TEL 046-858-1355（平日9:30～17：30） FAX 046-858-1356 

↑ＵＲＬをクリックすると中央福祉学院のホームページにジャンプします。 

http://www.gakuin.gr.jp/training/course311.html
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開催日 会議名 会場 担当部 

9 月 4～5 日 

平成 29 年度 第１回災害

ボランティアセンター運営

者研修 

ホテルテラスザスク

エア日立(茨城県) 
地域福祉部 

9 月 4 日 

平成 29 年度 保育の質を

高める自己評価・第三者セ

ミナー 

全社協 会議室 政策企画部 

9 月 7～8 日 

平成 29 年度都道府県指定

都市社協総務担当部・課長

会議 

全社協 会議室 総務部 

9 月 11～12 日 
社会福祉法人 広報強化

セミナー 
全社協 会議室 政策企画部 

9 月 11～12 日 

平成 29 年度社会的養護を

担う児童福祉施設長研修

会 

ホテル大阪ベイタ

ワー(大阪府) 
児童福祉部 

9 月 14～15 日 
第 36 回全国社会福祉法人

経営者大会 

四日市市文化会下

院(三重県) 
法人振興部 

9 月 18 日 
第 30 回社会福祉士国家試

験対策重点講義 
ロフォス湘南 中央福祉学院 

9 月 21～22 日 第 67 回全国乳児院協議会 
ホテル札幌ガーデ

ンパレス(北海道) 
児童福祉部 

9 月 21～22 日 
福祉人材センター全国連絡

会議 
全社協 会議室 

中央福祉人材

センター 

9 月 21～22 日 

地域生活支援ワーカー（地

域福祉コーディネーター）

リーダー研修会 

タイム 24 ビル(東

京) 
地域福祉部 

9 月 25～26 日 

第 27 回全国地域包括・在

宅介護支援センター研究大

会 

ホテルニュー長崎

(長崎県) 

高年・障害福

祉部 

9 月 25 日 平成 29 年度「経営塾」 全社協 会議室 法人振興部 

9 月 27～29 日 第 44 回国際福祉機器展 東京ビッグサイト 
保健福祉広報

協会 

全社協 9 月日程 
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高齢者と障害者の自立のための 

「第 44 回国際福祉機器展 Ｈ.Ｃ.Ｒ.2017」 

Web での入場登録受付開始 

 

第 44 回目を迎える国際福祉機

器展 H.C.R.2017 では、高齢者や

障害者の自立と社会参加の促進、

家庭や福祉施設での介護の質の

向上を目的に、杖・車いす・福祉

車両、入浴・トイレ、住宅改造機材

などの福祉機器、高齢者むけ食品

や衣類など日常生活を支えるさま

ざまな生活用品を総合展示しま

す。 

また、福祉・介護・リハビリなどに役立つ最新情報を以下のようなシンポジウムやセミ

ナー、特別企画などの多彩なイベントを通じて、福祉関係者、企業関係者、そして一

般の方々に提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 福祉機器約 20,000 点を総合展示 － WEB にて入場者登録受付中 

H.C.R.への入場は無料ですが、事前もしくは当日の入場登録が必要です。会期中、

会 場 の 入 場 登 録 所 は 大 変 混 み 合 い ま す の で 、 H.C.R. Web サ イ ト

（https://www.hcr.or.jp）にて事前の入場登録を済ませたうえで、ご来場いただくことを

おすすめします。事前の登録により当日の入場が円滑に行えます。 

また、10名以上でご来場の場合には、H.C.R. Web サイトから団体用紙をダウンロー

ドし、あらかじめご記入のうえ、来場されると当日の受付が円滑に行えます。 

会 期：2017（平成 29）年 9 月 27 日(水)～29 日(金) 

会 場：東京ビッグサイト 東展示ホール（東京都江東区有明） 

出展社数：528 社・団体（日本 448 社・団体、海外 80 社） 

開場時間：午前 10 時～午後 5時 30 分  ※最終日 29 日は午後 4時まで 

入 場 料：無料（登録制：当日または事前） 

主 催：全国社会福祉協議会 保健福祉広報協会 

 

 

↑画像をクリックするとＨ.Ｃ.Ｒ2017(国際福祉機器展)ホー
ムページにジャンプします。 

https://www.hcr.or.jp/
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(2) 国際シンポジウム  － WEB にて参加申込受付中 

 テーマ 

「高齢者の家族介護の現状とその支援について～ヤングケアラーやダブルケアな

どの課題を考える」 

 登壇者 

○シンポジスト： 

[イギリス] マデレーン・スター氏 

（ケアラーズＵＫ  事業開発・イノベーション担当ディレクター） 

[日本] 堀越 栄子氏 

（日本女子大学家政学部教授、一般社団法人日本ケアラー連盟代表理事 ） 

○チューター： 

塚田 典子 氏 

(日本大学商学部教授、一般財団法人保健福祉広報協会理事) 

 

高齢化が進展するなか、介護を必要とする高齢者も増え続けており、施設でも在宅

でも適切な介護サービスが受けられない高齢者や老老介護、育児・子育てと介護の両

方を担うダブルケア、介護離職、また家族介護の担い手となっているヤングケアラーの

問題なども指摘されてきています。 

そこで本シンポジウムでは、要介護高齢者等の家族介護と介護者支援の取組みに

ついて、先駆的な実践を展開しているイギリスから講師を招き、その現状と展望、また

日本の現状についての議論を踏まえ、今後のあるべき取組みを考察します。【日英同

時通訳付】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：平成 29 年 9 月 28 日（木）13：00～16：00 

会 場：東京ビッグサイト会議棟 6F 

参 加 者：介護・障害者福祉に関する課題や政策・制度に関心のある方であれ 

ば、どなたでもご参加いただけます。 

参 加 費：1,000 円(税込) 

参加申込：H.C.R.web サイト（https://www.hcr.or.jp）からお申込みください。 
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(3)H.C.R.セミナー － WEB にて参加申込受付中 

H.C.R.に来場される福祉職、一般・福祉利用者・家族、企業関係者などを対象とし

て、保健・福祉・介護をテーマに連日開催します。 

①一般、福祉サービス利用者・家族向けセミナー 

a．はじめての福祉機器 選び方・使い方セミナー～会期中に基本動作編、自立支 

援編、住宅改修編より 10 講座 

b．高齢者向けの手軽な日々の食事  

c．一般家庭の介護で腰痛にならないための基本技術 ～ボディメカニクスの理解と 

活用 

d．介護ロボットの活用で未来を拓く 

 

②福祉職・介護職向けセミナー 

a．福祉施設の実践事例発表～役立つ活かせる工夫とアイデア 

[Ａ会場] 高齢者福祉施設・事業所からの発表 

[Ｂ会場] 障害者福祉施設・事業所からの発表 

b．福祉施設での感染症の知識と対応～知っておきたい感染症対策のポイント 

 

③ 企業関係者向けセミナー 

a．高齢者・障害者に役立つ生活支援用品の紹介とその開発視点 

 

(4)出展社によるプレゼンテーション 

(5)H.C.R.特別企画 

①アルテク講座 2017 ～身の回りにあるテクノロジー（アルテク）で創る豊かで楽しい

生活（IT 機器の福祉的活用講座） 

 携帯電話やスマートフォンなど身の回りにあるテクノロジーの福祉的な利用方法に

ついての解説・実演。 

 

②障害児のための「子ども広場」 

 子ども用機器の展示、機器・療育・住宅改造などの相談、保育士が常駐するひと

やすみコーナーなど。 
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③福祉機器開発最前線 

 現在開発中の製品や新発表の福祉機器、介護ロボットなどのデモンストレーショ

ン・集 中展示。 

 

④ふくしの相談コーナー 

 福祉機器や自助具などの相談コーナーを設置。 

 

⑤被災地応援コーナー 

 災害に見舞われ、復興に取組みながら製造・生産活動に取組むセルプ（障害者

就労支援施設・事業所）の製品を販売。 

 

各プログラムへのご参加について 

上記(2)国際シンポジウム、及び(3)Ｈ.Ｃ.Ｒ.2017 セミナー（一部、参加定員あり）につ

いても参加申込みの受付が進んでおります。ご参加希望の方はぜひお早めに H.C.R. 

Web サイトにてご確認ください。 

 

【問合せ先】 

第 44 回 国際福祉機器展 H.C.R. 2017 事務局 

一般財団法人 保健福祉広報協会 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 5F 

FAX 03-5512-9798 

ＨＰ  https://www.hcr.or.jp/ 

 

  

https://www.hcr.or.jp/
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全社協の新刊・月刊誌 

 

出版部で発売した図書と月刊誌の特集をご案内いたします。いずれの書籍も読者

の関心が高いテーマや重要な課題をとりあげています。関係者皆様への周知にご協

力くださるようお願いいたします。 

 

 

 

 

●特集「ショートステイの満足度を高める」 

『ふれあいケア』9 月号 

ショートステイは、利用する要介護者の意向より

も、介護者（家族）の都合によって利用する場合が多

いようです。 

そこで、家族のレスパイトなどショートステイの目的

を分析し、ショートステイを利用することのメリットにつ

いて考えます。その際、サービス内容、職員体制な

どサービスを提供する側の条件整備にも着目し、利

用者に「また来たい」と思ってもらえるためのショート

ステイのあり方を検証します。 

（8 月 21 日発売 定価本体 971 円税別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書・雑誌 
詳細につきましては、出版部ホームページをご覧く

ださい。 

https://www.fukushinohon.gr.jp/ 

↑画像をクリックすると図書購入 

ページにジャンプします。 

https://www.fukushinohon.gr.jp/esp.cgi?_file=book2923&_page=_index&_page2=contents&_page3=detailbook&_sys_id=2923&_class=120101&_category=17807
https://www.fukushinohon.gr.jp/
https://www.fukushinohon.gr.jp/
https://www.fukushinohon.gr.jp/
https://www.fukushinohon.gr.jp/
https://www.fukushinohon.gr.jp/
https://www.fukushinohon.gr.jp/
https://www.fukushinohon.gr.jp/
https://www.fukushinohon.gr.jp/
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●特集「ケースワーカーと関係部局・団体との協働」 

『生活と福祉』8月号 

ケースワーカーが担当する世帯は、経済的な困窮に

加え心身の障害や家族の課題などをかかえて生活し

ています。そのためケースワーカーだけで対応するの

ではなく、それぞれの課題に関係する部局・団体の関

係者と協働することが大切です。 

そこで今月の特集では、ケースワーカーと関係部

局・団体との協働のあり方を考えます。また就労問題や

生活困窮者問題などを担当する庁内関係者及び医

療、保護施設、社会福祉協議会の関係者から、ケース

ワーカーとの協働の実際、あり方、提言などをいただき

ました。 

（8 月 21 日発売 定価本体 386 円税別） 

 

【問合せ先：出版部 TEL 03-3581-9511】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜レポート送付先＞ 

本レポートは、報道関係者、都道府県・指定都市社協、種別協議会等協議

員、政策委員会委員、本会理事・評議員の方々にお送りしています。 

↑画像をクリックすると図書購入 

ページにジャンプします。 

https://www.fukushinohon.gr.jp/esp.cgi?_file=book2924&_page=_index&_page2=contents&_page3=detailbook&_sys_id=2924&_class=120101&_category=05595

